
○厚木市では、東名や圏央道などの交通利便性を活かした物流拠点の建設が
進むなど、工業団地や物流拠点が集積しており、新東名の開通により、更なる
物流の効率化による生産性の向上が期待されます
○新東名厚木南IC周辺の自治体では、新たな産業拠点の創出やまちづくりのた
めの土地区画整理事業が進んでおり、新東名の開通が地域開発を促進します

開通区間の整備効果①
物流の効率化による生産性向上と地域開発の促進

今回開通区間
海老名南JCT～厚木南IC

新東名高速道路への期待の声

○周辺自治体の声
（Ａ市）新東名の開通を意識して、南部産業拠点の整備を進めている。全線開通までには形にしていきたい。

（Ｂ市）東名、圏央道、新東名高速道路の各インターチェンジからの交通利便性を活かした「新たな産業基盤の
創出」を進めている。

（Ｃ市）圏央道や新東名の整備効果も活かした新たな産業の創出や魅力ある施設の誘致によって、居住人口の
増加や広域的な交流連携、雇用の創出等により、市全体への経済活動の波及を期待している。

○物流企業の声
厚木ICを利用しており、最寄の厚木南ICの開通により配送時間の削減やコスト削減を期待している。

①2017.3竣工『ロジクロス厚木』

ツインシティ大神地区
土地区画整理事業（69ha）

②2017.6機能強化『UDﾄﾗｯｸｽ』
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神奈川県の支援により周辺自治体へ進出した企業数

至 東京

『国道、高速へのアクセスが良好
で首都圏広域、関西・東海へも配
送可能な物流拠点。新東名の開
通で更なる利便性の向上に期待』

『高速へのアクセスが良好。圏央道
の開通で利便性が向上。新東名の
開通後には神奈川県央の交通の
要に位置する拠点として期待』

東部第二土地区画整理事業（22ha）

厚木流通団地
（27ha、25社）

伊勢原市東部
（22ha、7社）

神奈川県では企業誘致を推進しており、周辺地域への進
出企業数が増加傾向。

物流拠点

土地区画整理
（既存）

土地区画整理
（整備中）

出典：三菱地所㈱ＨＰ

出典：UDトラックス㈱HP

至 名古屋

伊勢原市

平塚市

厚木市

南部産業拠点（28ha）

出典：各市ＨＰ、ヒアリング調査（NEXCO中日本）

出典：神奈川県HP
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